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１．本園の教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

２．本年度に重点的に取り組む目標や計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評 価 項 目 取 組 状 況 

ア、園の課題や現状を把握し、教育の 

  質を向上する 

 

外部研修に積極的に参加すると共に、公開保育を活用した評価シ

ステム(ECEQ®)を実施した。他園の先生や専門家からフィードバ

ックを受けた。自園の強みや課題、保育について話し合う機会を

多く持てたことで、保育内容の見直しや質の向上を図る事が出来

た。 

 

 

イ、園内研修の持ち方の見直し ・ＥＣＥＱ®を通して、園内研修の効率的な方法を知り、話し合い

方や時間の使い方に意識をすることができた。年齢、経験関係な

く何でも言い合える関係性を強みに、意見交換や保育の相談など

行え、研修効果が保育に反映できるようになってきた。 

 

 

ウ、あそびの環境構成 

 

・子どもたちのあそびの興味をよく観察し、あそびの空間づくり

の見直しを図った。各学年に合った、主体的なあそびが広げられ

るよう、道具の出し方など工夫できるようになった。自園農園で

も、収穫だけでなく土いじりや虫探し、飼育など情緒を育てる部

分にも力を入れた。今後も引き続き、努めていきたい。 

 

「強く、正しく、美しく」を建学の精神とし、「基本的生活習慣を身につけ、たくましい心身と 

思いやりの心を育て、よく考えて行動できる子どもを育成する」を教育の目標として日々の保育に 

取り組む。 

幼児期にふさわしい生活が送れるよう、異年齢交流や自然観察の機会を多く取り入れ、直接的な 

体験学習をし、伸び伸びと「自主・協力・創造」する力を培う保育を展開する幼児教育を目指している。 

自己点検・自己評価を行い、下記の点について重点的に取り組む 

１、 保育と向き合い、園内研修の行い方を見直し、質の向上を図る。 

２、 子どもの育ちを支える、保育環境の構成を見直し、充実を図る。 

３、 たてわり保育の内容の見直しや効果について検証する。 

４、 地域への情報発信や、子育て支援機関の役割を深める。 

 

 



エ、魅力ある園づくり ・近年、夏の猛暑日の増加で園庭あそびの機会が減ってしまって

いたが、施設の環境改善として、地下の室内運動場に改修した。

季節関係なく、体力づくりも行える他、行事やチームでの保育活

動にも、活用でき活動の場が広がった。 

 

オ、異年齢保育の充実 ・日々、登降園コースごとで、たてわり活動をすることで、たて

のつながりが育ってきた。ルールのあるあそびや競争など、協力

してたてわりで遊ぶ時間を設けたり、昼食を一緒に食べる等、一

緒に過ごせる時間を増やしたことで、今後、さらにつながりを深

めていく。 

 

カ、地域子育て支援の充実 ・地域の行事へ活発に参加し、地域に根差した保育を行うことが

できた。地域の未就園児へ、SNSやホームページ等を利用し、来

園内容を知らせたりして、園に来られた際に、困りや悩みへの声

掛けを行うようにし、子育て支援の充実を図るようにした。 

・新聞やたよりなどで、子育ての情報の発信し、キンダーカウン

セラーや先生と話す機会を増やし、保護者の悩みや思いを共有す

るように努めた。 

 

 
 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

公開保育や園内研修を通して、自園現状、課題また魅力を色々な方向から見ることができた。 

 保育の持ち方、とらえ方を点ではなく線としてつながりを再度意識し、環境構成や保育を考え直す 

 機会となった。強みである年齢関係なく話し合いが出来る環境を継続し、よりよい園づくりを続けて 

 いきたい。又、今まで常に課題にしてきた、たてわり活動は持ち方を変えることで充実を図ることが 

 できた。 

 
 
 

５．今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

業務面における AI の活

用 

教育、保育の話し合いや準備に時間をかけすぎず、計画性を持って業務を 

行う。また、ICTを活用し業務の簡略化を行う。 

園内研修の充実 より話し合い方や内容を選別し、質向上を図る。 

子どもを取り巻く様々な

家庭状況と関係機関との

連携 

様々な家庭環境の保護者の話に傾聴し、保護者の想いを汲み取ったり、子ども

の育ちに協力できる体制を整える。 

個々の発達に応じての関わり方や、保護者への寄り添い方について、カウンセ

リング研修等を通じ、対応の仕方を学ぶ。 

 

環境構成の充実 学年問わず、話し合える環境になってきているので、園にある施設的環境や物

的環境、人間形成の環境など多方面からのさらなる充実を図る。 

 



行事の時期や保育・内容

の見直し 

ゆとりある活動を行う為、夏季の屋外活動が困難な時期の保育の仕方や内容の

見直し、年間を通しての保育や行事の時期や持ち方、進め方の見直しを行う 

 
 
 
 
６．学校関係者の評価 

ECEQ®をきっかけに、教職員一人ひとりが子どもに真摯に向き合い、魅力ある園となっている。 

施設改修もされ、子どもの育ちを考えた保育活動を実施している。たてわり保育や地域との関わる活動 

子育て支援も充実していて、つながりの大切さを感じた。 

先生間の仲もよく、よい雰囲気が園づくりに反映されているので、これからも継続していってほしい。 

 

 
 
 

７．財務状況 

公認会計士監査により適正に運営されていると認められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


